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                                 本仕様書の適用範囲 

 

 本仕様書は、平成２７年４月からインターネットを利用し発行する公開公報、登録実用新案公報、

公表公報、再公表、特許公報及び公告公報（訂正）の仕様、及びインターネットを利用し発行した

後にＤＶＤ－ＲＯＭに収録し発行する公開公報情報、登録実用新案公報情報、公表公報情報、再公

表情報、特許公報情報及び公告公報（訂正）情報の仕様について規定したものである。 

 なお、本仕様書は、公報そのものの仕様を定めるものであって、公報を利用するためのハードウ 

ェアやソフトウェア等の仕様を規定するものではない。 

 

１．適用範囲 

(1) 物理フォーマット 

(2) 論理フォーマット 

(3) ディレクトリ／ファイルの構成 

(4) ファイル形式 

(5) 文字コード 

(6) 公報データ及び公報情報データの記録形式 

(7) 公報及び公報情報を管理するためのデータ、又は利用する際に必要なデータの記録方式 

 

２．適用時期 

 本仕様書は、平成２７年４月以降に発行する公開公報、登録実用新案公報、公表公報、再公表、

特許公報、公告公報（訂正）に適用する。                                          

 

３．引用規格 

 本仕様で引用した規格は、以下の通りである。 

・JIS X 0201-1976 ７ビット及び８ビットの情報交換用符号化文字集合 

・JIS X 0208-1997 ７ビット及び８ビットの２バイト情報交換用符号化漢字集合 

・JIS X 0606-1998 情報交換用ＣＤ－ＲＯＭのボリューム及びファイル構造 

・JIS X 0609-1998 情報交換用非逐次記録高密度光ディスクのボリューム構造及びファイル構造 

・JIS X 6241-1997  120mmＤＶＤ－再生専用ディスク(ISO/IEC 16448) 

・TR  X 0006-1998  ＤＶＤ－再生専用ディスクのボリューム構造及びファイル構造 

・TR  X 0008-1999  ＸＭＬ１．０ 

 

４．表記について 

(1) １６進表記 

 １６進表記法による数は、１６進数字を（ ）１６で囲って表す。 

(2) 用語について 

   本仕様書で使用する用語を以下に示す。 

・「公報」…インターネットを利用し発行する公報 

・「公報情報」…インターネットを利用し発行した後にＤＶＤ－ＲＯＭに収録し発行する公報情報 

 

 



(3) 公報種別の総称 

 本仕様書で用いる公報種別の総称を以下の表に示す。 

 

                             表 公報種別の総称 

公報種別の総称 公  報  種  別 

公開公報 公開特許公報 

補正の掲載（公開特許公報） 

訂正（公開特許公報） 

公開実用新案公報 

補正の掲載（公開実用新案公報） 

訂正（公開実用新案公報） 

登録実用新案公報 登録実用新案公報 

訂正（登録実用新案公報） 

訂正明細書等の掲載 

訂正（訂正明細書等の掲載） 

公表公報 公表特許公報 

補正の掲載（公表特許公報） 

訂正（公表特許公報） 

補正の掲載（公表実用新案公報） 

訂正（公表実用新案公報） 

再公表 再公表特許 

補正の掲載（再公表特許） 

訂正（再公表特許） 

公告公報 訂正（公告特許公報） 

訂正（公告実用新案公報） 

特許公報 特許公報 

訂正（特許公報） 

実用新案登録公報 

訂正（実用新案登録公報） 

 

 



仕様変更の概要 

 

 

公報仕様 特許、実用新案 第４．１版からの仕様変更の概要は、以下のとおり 

 

① インターネットを利用した公開公報、公表公報、再公表、特許公報及び公告公報（訂正）の発行

に伴う変更 

 ・ 公開公報、公表公報、再公表、特許公報及び公告公報（訂正）の発行を「ＤＶＤ－ＲＯＭを

媒体とする発行」から「インターネットを利用する発行」に変更 

 

② インターネットを利用して発行する公報の発行形態変更に伴う変更 

  ・ ＰＫＣＳ＃７の規格に準拠した電子署名の付与を廃止 

  ・ ファイル容量が一定の大きさ以上の場合に行っていた分割を廃止 

 

③ 文献番号の範囲に飛び番を設けることに伴う抄録ファイルのファイルフォーマットの変更 

  ・ 特許公報の抄録ファイルの第２レコード以降のフォーマットに「収録対象外文献番号」、

「範囲外から収録した文献番号」を記録可能とする変更 

 

その他、用語の見直し等、所要の変更を行った。 
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公報仕様 特許、実用新案 第４．１版からの変更点一覧 
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#
公
報
仕
様
第
４
．
１
版
該
当
ペ
ー
ジ
公
報
仕
様
第
４
．
２
版
該
当
ペ
ー
ジ

変
更
点

変
更
理
由
等

1
－

－
Ｄ
Ｖ
Ｄ
－
Ｒ
Ｏ
Ｍ
を
媒
体
と
し
て
発
行
し
て
い
た
公
開
公
報
、
公
表
公
報
、
再
公
表
、
特
許
公
報
及
び
公
告

公
報
（
訂
正
）
に
つ
い
て
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
発
行
す
る
こ
と
に
し
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
－
Ｒ
Ｏ
Ｍ
を
媒
体
と
し

て
発
行
す
る
公
報
に
関
す
る
記
述
を
削
除

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
公
開
公
報
、
公
表
公

報
、
再
公
表
、
特
許
公
報

及
び
公
告
公
報
（
訂
正
）

の
発
行
に
伴
う
変
更

2
－

－
用
語
の
説
明
か
ら
「
Ｄ
Ｖ
Ｄ
－
Ｒ
Ｏ
Ｍ
公
報
」
と
「
公
報
」
を
削
除

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
報
」
と
し
て
い
た
用
語
を
「
公
報
」
に
変
更

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
公
開
公
報
、
公
表
公

報
、
再
公
表
、
特
許
公
報

及
び
公
告
公
報
（
訂
正
）

の
発
行
に
伴
う
変
更

3
－

－
目
次
の
章
節
タ
イ
ト
ル
を
変
更

　
「
１
　
物
理
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
－
Ｒ
Ｏ
Ｍ
公
報
、
及
び
公
報
情
報
）
」
を

　
「
１
　
物
理
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
（
公
報
情
報
）
」
に
変
更

　
「
２
．
１
　
Ｄ
Ｖ
Ｄ
－
Ｒ
Ｏ
Ｍ
公
報
、
及
び
公
報
情
報
」
を
「
２
．
１
　
公
報
情
報
」
に
変
更

　
「
２
．
２
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
報
」
を
「
２
．
２
　
公
報
」
に
変
更

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
公
開
公
報
、
公
表
公

報
、
再
公
表
、
特
許
公
報

及
び
公
告
公
報
（
訂
正
）

の
発
行
に
伴
う
変
更

4
第
一
分
冊
 P
1
2

第
二
分
冊
 P
4
9
6

第
一
分
冊
 P
1
1

第
二
分
冊
 P
4
9
6

１
　
物
理
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
（
公
報
情
報
）

　
章
タ
イ
ト
ル
を

　
「
１
　
物
理
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
－
Ｒ
Ｏ
Ｍ
公
報
、
及
び
公
報
情
報
）
」
か
ら
変
更

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
公
開
公
報
、
公
表
公

報
、
再
公
表
、
特
許
公
報

及
び
公
告
公
報
（
訂
正
）

の
発
行
に
伴
う
変
更

5
第
一
分
冊
 P
1
2

第
二
分
冊
 P
4
9
6

第
一
分
冊
 P
1
1

第
二
分
冊
 P
4
9
6

２
．
１
　
公
報
情
報

　
節
タ
イ
ト
ル
を
「
２
．
１
　
Ｄ
Ｖ
Ｄ
－
Ｒ
Ｏ
Ｍ
公
報
、
及
び
公
報
情
報
」
か
ら
変
更

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
公
開
公
報
、
公
表
公

報
、
再
公
表
、
特
許
公
報

及
び
公
告
公
報
（
訂
正
）

の
発
行
に
伴
う
変
更

6
第
一
分
冊
 P
1
4

第
二
分
冊
 P
4
9
8

第
一
分
冊
 P
1
3

第
二
分
冊
 P
4
9
8

(注
1
)

「
④
　
年
間
の
一
連
番
号
」
の
説
明

　
公
報
情
報
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
発
行
す
る
公
報
に
公
開
公
報
、
公
表
公
報
、
再
公
表
、
特
許

公
報
を
追
加

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
公
開
公
報
、
公
表
公

報
、
再
公
表
、
特
許
公
報

及
び
公
告
公
報
（
訂
正
）

の
発
行
に
伴
う
変
更

7
第
一
分
冊
 P
1
5

第
二
分
冊
 P
4
9
9

第
一
分
冊
 P
1
4

第
二
分
冊
 P
4
9
9

２
．
２
　
公
報

　
節
タ
イ
ト
ル
を
「
２
．
２
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
報
」
か
ら
変
更

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
公
開
公
報
、
公
表
公

報
、
再
公
表
、
特
許
公
報

及
び
公
告
公
報
（
訂
正
）

の
発
行
に
伴
う
変
更

8
第
一
分
冊
 P
1
5

第
二
分
冊
 P
4
9
9

第
一
分
冊
 P
1
4

第
二
分
冊
 P
4
9
9

２
．
２
　
公
報

　
フ
ァ
イ
ル
形
式
の
説
明
か
ら

　
「
Ｐ
Ｋ
Ｃ
Ｓ
＃
７
の
規
格
に
従
い
行
う
電
子
署
名
」
の
記
載
を
削
除

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
発
行
す
る
公
報
の
発

行
形
態
変
更
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#
公
報
仕
様
第
４
．
１
版
該
当
ペ
ー
ジ
公
報
仕
様
第
４
．
２
版
該
当
ペ
ー
ジ

変
更
点

変
更
理
由
等

9
第
一
分
冊
 P
1
5

第
二
分
冊
 P
4
9
9

第
一
分
冊
 P
1
4

第
二
分
冊
 P
4
9
9

２
．
２
　
公
報

　
フ
ァ
イ
ル
形
式
の
説
明
か
ら

　
「
フ
ァ
イ
ル
容
量
が
一
定
の
大
き
さ
以
上
の
場
合
の
分
割
」
の
記
載
を
削
除

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
発
行
す
る
公
報
の
発

行
形
態
変
更

1
0
第
一
分
冊
 P
1
5

第
二
分
冊
 P
4
9
9

第
一
分
冊
 P
1
4

第
二
分
冊
 P
4
9
9

２
．
２
　
公
報

　
フ
ァ
イ
ル
名
の
説
明
か
ら

　
分
割
す
る
場
合
に
必
要
で
あ
っ
た
下
記
の
記
載
を
削
除
し
、
以
降
の
項
番
を
変
更

　
⑤
　
ア
ン
ダ
ー
ス
コ
ア
“
＿
”
を
記
録
す
る
。

　
⑥
　
分
割
フ
ァ
イ
ル
の
一
連
番
号
：
一
連
番
号
を
０
１
か
ら
始
ま
る
２
桁
で
記
録
す
る
。

　
⑦
　
ハ
イ
フ
ン
“
－
”
を
記
録
す
る
。

　
⑧
　
分
割
フ
ァ
イ
ル
の
総
数
：
分
割
さ
れ
た
フ
ァ
イ
ル
の
総
数
を
２
桁
で
記
録
す
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
発
行
す
る
公
報
の
発

行
形
態
変
更

1
1
第
一
分
冊
 P
1
5

第
二
分
冊
 P
4
9
9

第
一
分
冊
 P
1
4

第
二
分
冊
 P
4
9
9

２
．
２
　
公
報

　
フ
ァ
イ
ル
の
拡
張
子
を
「
Ｚ
ＩＰ
Ｐ
７
」
か
ら
「
Ｚ
ＩＰ
」
へ
、
「
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｐ
７
」
か
ら
「
Ｔ
Ａ
Ｒ
」
へ
変
更

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
発
行
す
る
公
報
の
発

行
形
態
変
更

1
2
第
一
分
冊
 P
1
5

第
一
分
冊
 P
1
4

２
．
２
　
公
報

　
「
公
報
種
別
の
識
別
」
の
説
明
に
公
開
公
報
・
公
表
公
報
・
再
公
表
、
特
許
公
報
の
場
合
を
追
加

　
　
≪
公
開
公
報
・
公
表
公
報
・
再
公
表
の
場
合
≫
　
　
“
Ｇ
＿
”
を
記
録
す
る
。

　
　
≪
特
許
公
報
の
場
合
≫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
Ｈ
＿
”
を
記
録
す
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
発
行
す
る
公
報
の
発

行
形
態
変
更

1
3
第
二
分
冊
 P
4
9
9

第
二
分
冊
 P
4
9
9

２
．
２
　
公
報

　
「
公
報
種
別
の
識
別
」
の
説
明
に
公
開
公
報
・
公
表
公
報
・
再
公
表
、
特
許
公
報
の
場
合
を
追
加

　
　
≪
公
開
公
報
・
公
表
公
報
・
再
公
表
の
場
合
≫
　
　
“
Ｇ
Ｓ
”
を
記
録
す
る
。

　
　
≪
特
許
公
報
の
場
合
≫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
Ｈ
Ｓ
”
を
記
録
す
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
発
行
す
る
公
報
の
発

行
形
態
変
更

1
4
第
一
分
冊
 P
1
5

第
二
分
冊
 P
4
9
9

第
一
分
冊
 P
1
4

第
二
分
冊
 P
4
9
9

２
．
２
　
公
報

　
分
割
す
る
場
合
に
必
要
で
あ
っ
た
下
記
の
記
載
を
削
除
し
、
以
降
の
項
番
を
変
更

　
（
４
）
分
割
さ
れ
た
フ
ァ
イ
ル
の
場
合
は
、

　
　
　
フ
ァ
イ
ル
を
結
合
す
る
こ
と
に
よ
り
ア
ー
カ
イ
ブ
さ
れ
た
フ
ァ
イ
ル
が
読
み
取
り
可
能
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
発
行
す
る
公
報
の
発

行
形
態
変
更

1
5
第
一
分
冊
 P
1
5

第
二
分
冊
 P
4
9
9

第
一
分
冊
 P
1
4

第
二
分
冊
 P
4
9
9

２
．
２
　
公
報

　
「
Ｐ
Ｋ
Ｃ
Ｓ
＃
７
の
規
格
」
に
関
す
る
説
明
を
削
除

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
発
行
す
る
公
報
の
発

行
形
態
変
更

1
6
第
一
分
冊
 P
1
5

第
二
分
冊
 P
4
9
9

第
一
分
冊
 P
1
4

第
二
分
冊
 P
4
9
9

２
．
２
　
公
報

　
フ
ァ
イ
ル
の
拡
張
子
を
「
Ｚ
ＩＰ
Ｐ
７
」
か
ら
「
Ｚ
ＩＰ
」
へ
、
「
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｐ
７
」
か
ら
「
Ｔ
Ａ
Ｒ
」
へ
変
更

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
発
行
す
る
公
報
の
発

行
形
態
変
更

1
7
第
一
分
冊
 P
1
6

第
二
分
冊
 P
5
0
0

第
一
分
冊
 P
1
5

第
二
分
冊
 P
5
0
0

２
．
２
　
公
報

　
フ
ァ
イ
ル
名
に
関
す
る
例
示
を

　
分
割
す
る
場
合
の
も
の
か
ら
公
報
種
別
の
違
い
に
よ
る
も
の
に
変
更

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
発
行
す
る
公
報
の
発

行
形
態
変
更
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#
公
報
仕
様
第
４
．
１
版
該
当
ペ
ー
ジ
公
報
仕
様
第
４
．
２
版
該
当
ペ
ー
ジ

変
更
点

変
更
理
由
等

1
8
第
一
分
冊

P
3
7

第
一
分
冊

P
3
6

２
. 
抄
録
フ
ァ
イ
ル
　
(1
) 
内
容

　
以
下
の
項
目
を
追
加
し
、
以
降
の
項
番
を
変
更

　
　
　
⑦
　
収
録
対
象
外
文
献
番
号

　
　
　
⑧
　
範
囲
外
か
ら
収
録
し
た
文
献
番
号

抄
録
フ
ァ
イ
ル
の
フ
ァ
イ

ル
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
変
更

1
9
第
一
分
冊

P
3
7

第
一
分
冊

P
3
6

２
. 
抄
録
フ
ァ
イ
ル
　
(2
) 
フ
ァ
イ
ル
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

　
第
２
レ
コ
ー
ド
以
降
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
説
明
に
以
下
の
記
載
を
追
加
。

　
特
許
公
報
の
場
合
、
可
変
長
と
な
る
。

　
収
録
対
象
外
文
献
番
号
、
範
囲
外
か
ら
収
録
し
た
文
献
番
号
を
記
録
す
る
。

抄
録
フ
ァ
イ
ル
の
フ
ァ
イ

ル
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
変
更

2
0
第
一
分
冊

P
3
7

第
一
分
冊

P
3
6

(ａ
)第
１
レ
コ
ー
ド
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

Ｎ
ｏ
．
１
　
公
報
仕
様
バ
ー
ジ
ョ
ン

　
　
公
報
仕
様
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
番
号
を
　
“
４
２
”
に
変
更

公
報
仕
様
の
バ
ー
ジ
ョ
ン

変
更
対
応

2
1
第
一
分
冊

P
3
7

第
一
分
冊

P
3
6

Ｎ
ｏ
．
３
　
発
行
日

　
　
発
行
日
の
内
容
例
を
　
“
平
２
７
（
２
０
１
５
）
．
０
４
．
０
１
”
に
変
更

内
容
例
の
変
更
の
た
め

2
2
第
一
分
冊

P
3
8

第
一
分
冊

P
3
7

N
o
.4
　
公
報
ボ
リ
ュ
ー
ム
番
号

　
　
⑥
　
年
間
の
一
連
番
号

　
公
報
情
報
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
発
行
す
る
公
報
に
公
開
公
報
、
公
表
公
報
、
再
公
表
、
特
許

公
報
を
追
加

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
公
開
公
報
、
公
表
公

報
、
再
公
表
、
特
許
公
報

及
び
公
告
公
報
（
訂
正
）

の
発
行
に
伴
う
変
更

2
3
第
一
分
冊

P
3
8

第
一
分
冊

P
3
7

N
o
.5
　
公
報
発
行
か
ら
の
一
連
番
号

　
　
公
開
公
報
と
特
許
公
報
に
つ
い
て
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
－
Ｒ
Ｏ
Ｍ
公
報
に
続
く
一
連
番
号
を
５
桁
で
記
録
す
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
公
開
公
報
、
公
表
公

報
、
再
公
表
、
特
許
公
報

及
び
公
告
公
報
（
訂
正
）

の
発
行
に
伴
う
変
更

2
4
第
一
分
冊

P
3
8

第
一
分
冊

P
3
7

表
2
－
1
　
抄
録
フ
ァ
イ
ル
・
第
１
レ
コ
ー
ド
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

  
  
公
報
仕
様
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
番
号
を
　
“
4
2
”
に
変
更

公
報
仕
様
の
バ
ー
ジ
ョ
ン

変
更
対
応

2
5
第
一
分
冊

P
3
8

第
一
分
冊

P
3
7

表
2
－
1
　
抄
録
フ
ァ
イ
ル
・
第
１
レ
コ
ー
ド
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

  
  
発
行
日
を
　
“
平
2
7
(2
0
1
5
).
0
4
.0
1
”
に
変
更

内
容
例
の
変
更
の
た
め

2
6
第
一
分
冊

P
3
9

第
一
分
冊

P
3
9

N
o
.4
　
収
録
対
象
外
文
献
番
号

　
　
収
録
対
象
外
文
献
番
号
の
説
明
を
追
加

抄
録
フ
ァ
イ
ル
の
フ
ァ
イ

ル
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
変
更

2
7
第
一
分
冊

P
3
9

第
一
分
冊

P
3
9

N
o
.5
　
範
囲
外
か
ら
収
録
し
た
文
献
番
号

　
　
範
囲
外
か
ら
収
録
し
た
文
献
番
号
の
説
明
を
追
加

抄
録
フ
ァ
イ
ル
の
フ
ァ
イ

ル
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
変
更

2
8
第
一
分
冊

P
4
0

第
一
分
冊

P
3
9

表
2
－
2
　
抄
録
フ
ァ
イ
ル
・
第
２
レ
コ
ー
ド
以
降
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
 (
公
開
公
報
・
公
表
公
報
・
再
公
表
の
場

合
)
　
　
項
番
の
変
更

抄
録
フ
ァ
イ
ル
の
フ
ァ
イ

ル
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
変
更
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#
公
報
仕
様
第
４
．
１
版
該
当
ペ
ー
ジ
公
報
仕
様
第
４
．
２
版
該
当
ペ
ー
ジ

変
更
点

変
更
理
由
等

2
9
第
一
分
冊

P
4
0

第
一
分
冊

P
4
0

表
2
－
3
　
抄
録
フ
ァ
イ
ル
・
第
２
レ
コ
ー
ド
以
降
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
（
特
許
公
報
の
場
合
）

　
　
収
録
対
象
外
文
献
番
号
と
範
囲
外
か
ら
収
録
し
た
文
献
番
号
の
追
加
に
伴
う
修
正
及
び
項
番
の
変

更

抄
録
フ
ァ
イ
ル
の
フ
ァ
イ

ル
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
変
更

3
0
第
一
分
冊

P
4
0

第
一
分
冊

P
4
0

表
2
－
4
　
抄
録
フ
ァ
イ
ル
・
第
２
レ
コ
ー
ド
以
降
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
 (
登
録
実
用
新
案
公
報
の
場
合
)

　
　
項
番
の
変
更

抄
録
フ
ァ
イ
ル
の
フ
ァ
イ

ル
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
変
更

3
1
第
二
分
冊

P
5
1
3

第
二
分
冊

P
5
1
3

第
１
レ
コ
ー
ド
　
本
体
公
報
の
公
報
ボ
リ
ュ
ー
ム
番
号

　
　
⑥
　
年
間
の
一
連
番
号

　
公
報
情
報
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
発
行
す
る
公
報
に
公
開
公
報
、
公
表
公
報
、
再
公
表
、
特
許

公
報
を
追
加

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
公
開
公
報
、
公
表
公

報
、
再
公
表
、
特
許
公
報

及
び
公
告
公
報
（
訂
正
）

の
発
行
に
伴
う
変
更

3
2
第
二
分
冊

P
5
1
4

第
二
分
冊

P
5
1
4

第
２
レ
コ
ー
ド
　
長
大
デ
ー
タ
の
公
報
ボ
リ
ュ
ー
ム
番
号

　
　
⑥
　
年
間
の
一
連
番
号

　
公
報
情
報
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
発
行
す
る
公
報
に
公
開
公
報
、
公
表
公
報
、
再
公
表
、
特
許

公
報
を
追
加

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
公
開
公
報
、
公
表
公

報
、
再
公
表
、
特
許
公
報

及
び
公
告
公
報
（
訂
正
）

の
発
行
に
伴
う
変
更

3
3
第
二
分
冊

P
5
1
4

第
二
分
冊

P
5
1
4

第
３
レ
コ
ー
ド
　
関
連
す
る
長
大
デ
ー
タ
の
公
報
ボ
リ
ュ
ー
ム
番
号

　
　
⑥
　
年
間
の
一
連
番
号

　
公
報
情
報
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
発
行
す
る
公
報
に
公
開
公
報
、
公
表
公
報
、
再
公
表
、
特
許

公
報
を
追
加

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
公
開
公
報
、
公
表
公

報
、
再
公
表
、
特
許
公
報

及
び
公
告
公
報
（
訂
正
）

の
発
行
に
伴
う
変
更
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１. 物理フォーマット（公報情報） 

  物理フォーマットは、『JIS X 6241-1997 120mmＤＶＤ－再生専用ディスク(ISO/IEC16448)』 

に準拠する。 

 

２. 論理フォーマット 

２．１ 公報情報 

論理フォーマットは、『TR X 0006-1998 ＤＶＤ－再生専用ディスクのボリューム構造及び 

ファイル構造』に準拠する。 

  情報交換による制約、さらに本仕様で追加した制約を以下に示す。 

 (1) 論理ブロック長は、２０４８バイトとする。 

 (2) ボリューム集合の大きさは、１とする。 

 (3) 各ファイルは、１個のファイル分割からなる。 

 (4) ファイル名は、ファイル拡張子と区切り文字も含めて、３０文字以内の英数字とする。(注1) 

 (5) ファイル版数番号は、１とする。 

 (6) ディレクトリ名は、３１文字以内の英数字とする。(注2) 

 (7) ブリッジフォーマット（JIS X 0609およびJIS X 0606(ISO 9660)）を前提とする。 

ブリッジボリューム認識列のボリューム記述子は、基本ボリューム記述子とボリューム記述子 

集合終端子、主ボリューム記述子列におけるボリューム記述子は基本ボリューム記述子だけ 

用いる。基本ボリューム記述子の項目の内、本仕様で規定する内容を表2－1および表2－2に 

示す。 

 (8) 拡張属性レコードは使用しない。 

   

 (注1) JIS X 0609-1998でのファイル識別子を、本仕様ではファイル名と称す。 

    英数字の文字コードは、JIS X 0201-1976とする。 

 (注2) JIS X 0609-1998でのディレクトリ識別子を、本仕様ではディレクトリ名と称す。 

    英数字の文字コードは、JIS X 0201-1976とする。 
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    表2－1 ＤＶＤ－ＲＯＭボリューム記述子集合基本ボリューム記述子（JIS X 0606） 

No 
記述子内の

バイト位置 
名    称 内      容 

 

１   9 -  40 システム記述子  スペースを記録する 

２  41 -  72 ボリューム識別子  (注1) 

３ 121 - 124 ボリューム集合の大きさ   １ 

４ 125 - 128 ボリューム順序番号   １ 

５ 129 - 132 論理ブロック長   2048 

６ 319 - 446 出版者識別子 “JAPAN PATENT OFFICE” 

７ 447 - 574 データ編集者識別子 “JAPAN PATENT OFFICE” 

８ 575 - 702 応用システム識別子   スペースを記録する 

９ 703 - 739 著作権ファイル識別子 “COPYRIGHT” 

10 740 - 776 抄録ファイル識別子 “ABSTRACT_CSV” 

11 777 - 813 書誌ファイル識別子   スペースを記録する 

12 814 – 830 ボリューム作成日付及び時刻  作成日：ＤＶＤ－ＲＯＭの発行日 時刻：０ 

13 831 - 847 ボリューム更新日付及び時刻   更新日：ＤＶＤ－ＲＯＭの発行日 時刻：０ 

14 848 - 864 ボリューム失効日付及び時刻   指定しない（数値０） 

15 865 – 881 ボリューム発効日付及び時刻  指定しない（数値０） 

 備考１ 上記の内容の記録形式は、JIS X 0606-1998に従う。 

 備考２ 上記以外の項目は、JIS X 0606-1998に従う。 

 

              表2－2 基本ボリューム記述子（JIS X 0609） 

No 
記述子内の

バイト位置 
名    称 内      容 

１ 25 -  56 ボリューム識別子  (注1) 

２ 57 -  58 ボリューム順序番号   １（ＤＶＤ再生専用ディスク） 

３ 59 -  60 最大ボリューム順序番号   １（ＤＶＤ再生専用ディスク） 

４ 61 -  62 交換水準   ２（ＤＶＤ再生専用ディスク） 

５ 63 -  64 交換最大水準   ２（ＤＶＤ再生専用ディスク） 

６ 65 -  68 文字集合リスト １ 

７ 69 -  72 文字最大集合リスト   １ 

 備考１ 上記の内容の記録形式は、JIS X 0609-1998に従う。 

 備考２ 上記以外の項目は、JIS X 0609-1998に従う。 
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  (注1) ボリューム識別子は次のフォーマットで記録する。 

項目番号 ① ② ③ ④ 
 

長 さ         ２ ２ ４ ３ 

内 容 例         ＪＰ Ｈ＿ ２０１５ ９９９

    ① 特許庁の識別：“ＪＰ”を記録する。 

    ② 公報・公報情報種別の識別：  

《公開公報・公表公報・再公表の場合》     “Ｇ＿”を記録する。 

《特許公報の場合》                “Ｈ＿”を記録する。 

《登録実用新案公報の場合》          “Ｕ＿”を記録する。 

“＿”は(５Ｆ)１６。 

    ③ 西暦年：     西暦年を４桁で記録する。 

④ 年間の一連番号：  発行する媒体ごとに年間の一連番号を００１から始まる３桁で 

記録する。（公報情報（公開公報、登録実用新案公報、公表公報、再公表、特許公報）は、

インターネットを利用し発行する公開公報、登録実用新案公報、公表公報、再公表、特許

公報の値を記録する。） 
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２．２ 公報                             
(1) インターネットからダウンロード可能な公報のファイルは２種類存在する。 

(2) ２種類のファイルは、Ｚｉｐ形式(注1)及びＴａｒ形式(注2)でアーカイブする（２種類のファイル

はアーカイブ形式が異なるのみで内容については同一）。 

(3) ファイル名は、次のフォーマットで記録する。 

 

項目番号 ① ② ③ ④ 

長さ ２ ２ ４ ３ 

内容例 ＪＰ Ｕ＿ ２０１５ ９９９ 

 

項目番号 ⑤ ⑥ 

長さ １ ３ 

内容例 ． ＺＩＰ 

 

① 特許庁の識別：“ＪＰ”を記録する。 

② 公報種別の識別： 

≪公開公報・公表公報・再公表の場合≫  “Ｇ＿”を記録する。 

≪特許公報の場合≫           “Ｈ＿”を記録する。 

≪登録実用新案公報の場合≫       “Ｕ＿”を記録する。 

 

③ 西暦年：西暦年を４桁で記録する。 

④ 年間の一連番号：年間の一連番号を００１から始まる３桁で記録する。 

⑤ ピリオド“．”を記録する。 

⑥ 拡張子： 

≪アーカイブ形式がＺｉｐの場合≫ “ＺＩＰ” 

≪アーカイブ形式がＴａｒの場合≫ “ＴＡＲ” 

 

(4) アーカイブされたファイルには、公報を構成するファイル及びディレクトリの情報が含まれている。 

(5) アーカイブされたファイルを展開すると『３．ファイル構成』で説明している構成になる。 

(6) アーカイブされたファイルに含まれるファイルのファイル名、ディレクトリ名は、「公報情報」の

ファイル名、ディレクトリ名の基準に準ずる。 
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(注1)  Ｚｉｐ形式は、パーソナルコンピュータを含むコンピュータで広く普及しているアーカイブ形

式の一つ。 

(注2)  Ｔａｒ形式（Tape Archival and Retrieval format）は、ＵＮＩＸ系ＯＳで広く普及している

アーカイブ形式の一つ。 

 

例１  公報種別の識別が登録実用新案公報の場合のファイル名 

≪アーカイブ形式がＺｉｐの場合≫  JPU_2015999.ZIP 

≪アーカイブ形式がＴａｒの場合≫ JPU_2015999.TAR 

 

例２  公報種別の識別が特許公報の場合のファイル名 

≪アーカイブ形式がＺｉｐの場合≫  JPH_2015999.ZIP 

≪アーカイブ形式がＴａｒの場合≫ JPH_2015999.TAR 
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第Ⅱ編  各ファイルの詳細 
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                                  ＭＥＭＯ 
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１. 著作権ファイル 

 (1) 内容 

   著作権を記録する。 

 

 (2) ファイルフォーマット 

   テキストファイル形式とする。フォーマットを表1－1に、各項目の説明を以下に示す。 

  文字コードは１バイトコードを使用する。 

  No.1 著作権 

    文字列“Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ△（Ｃ）△ＪＰＯ△”を記録する。 
 

    （注）“△”はスペースを示す。 

  No.2 発行年 

    公報の発行年を４桁の西暦で記録する。 

 

             表1－1 著作権ファイルのフォーマット 

No 意       味 
長さ 

(ﾊﾞｲﾄ)

ﾃﾞｰﾀ

ﾀｲﾌﾟ
内  容  例 

 

 １  著作権 18 文字  Copyright (C) JPO 

 ２  発行年 ４ 文字  2015  
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２. 抄録ファイル 

 (1) 内容 

   抄録ファイルには以下の項目を記録する。 

  ① 公報仕様のバージョン 

  ② 発行日 

  ③ 公報ボリューム番号 

  ④ 公報発行当初からの一連番号 

  ⑤ 公報に格納されている公報の種別 

  ⑥ 文献番号の範囲(⑤の公報毎) 

  ⑦ 収録対象外文献番号 

  ⑧ 範囲外から収録した文献番号 

  ⑨ 公報の件数(⑤の公報毎) 

 

 (2) ファイルフォーマット 

 制御文字ＣＲ・ＬＦをレコードデリミタとするテキストファイル(ＣＳＶ)形式とする。 

 第１レコードは固定長で、公報仕様のバージョン、発行日、公報ボリューム番号及び公報発

行からの一連番号等を記録する。第２レコード以降は、公開公報・公表公報・再公表、登録実

用新案公報の場合、固定長で、特許公報の場合、可変長となる。公報に記録する公報種別分存

在し、各レコードには公報種別、文献番号の範囲、収録対象外文献番号、範囲外から収録した

文献番号、公報の件数等を記録する。（収録対象外文献番号、範囲外から収録した文献番号は

特許公報の場合のみ記録する。） 

 すなわち、公開特許公報、公開実用新案公報を記録してある公報の場合、抄録ファイルには

３レコード存在する。 

 

 (a) 第１レコードフォーマット 

   第１レコードのフォーマットを表2－1に、各項目の説明を以下に示す。特に明示していない 

  限り、文字コードは１バイトコードを使用する。 

  No.1 公報仕様バージョン 

    公報仕様のバージョン番号を２桁で“４２”と記録する。 

  No.2 区切り文字（カンマ） 

    項目を区切る“,”を記録する。 

  No.3 発行日 

        公報の発行日を次のフォーマットで記録する。 

 項目番号 ① ② ③ ④ ⑤ ④ ⑥ 
 

 長 さ           ２   ２     ６  １   ２  １   ２ 

 内 容 例          平  ２７  （２０１５）  ．  ０４  ．  ０１

    ① 元号：   元号の先頭１文字を記録する。 

    ② 和暦年：  和暦年を２桁で記録する。 

    ③ 西暦年：  西暦年を４桁で、括弧で括って記録する。 

    ④ デリミタ： ピリオド“．”を記録する。 

    ⑤ 月：    月を２桁で記録する。 
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    ⑥ 日：    日を２桁で記録する。 

① は２バイトコード、その他は１バイトコードとする。 

 

  No.4 公報ボリューム番号 

    公報を一意に識別するボリューム番号を次のフォーマットで記録する。 

 項目番号 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 
 

 長 さ           ２   ２   ２     ６  １   ３ 

 内 容 例          登  平  ２７  （２０１５）  －  ９９９

    ① 公報・公報情報種別： 

《公開公報・公表公報・再公表の場合》   “未”を記録する。 

     《特許公報の場合》            “登”を記録する。 

《登録実用新案公報の場合》        “実”を記録する。 

    ② 元号：       元号の先頭１文字を記録する。 

    ③ 和暦年：      和暦年を２桁で記録する。 

    ④ 西暦年：      西暦年を４桁で、括弧で括って記録する。 

⑤ デリミタ：     ハイフン“－”を記録する。 

⑥ 年間の一連番号：  発行する媒体ごとに年間の一連番号を００１から始まる３桁で

記録する。（公報情報（公開公報、登録実用新案公報、公表公

報、再公表、特許公報）は、インターネットを利用し発行する

公開公報、登録実用新案公報、公表公報、再公表、特許公報の

値を記録する。） 

   ①、②は２バイトコード、その他は１バイトコードとする。 

  No.5 公報発行からの一連番号 

        《公開公報・公表公報・再公表の場合》 

      インターネットを利用し発行する公開公報は、ＤＶＤ－ＲＯＭ公開公報に続く一連番号を 

５桁で記録する。 

    《特許公報の場合》 

      インターネットを利用し発行する特許公報は、ＤＶＤ－ＲＯＭ特許・実用新案公報に続く

一連番号を５桁で記録する。 

        《登録実用新案の場合》 

      インターネットを利用し発行する登録実用新案公報は、一連番号を００００１から始まる

５桁で記録する。 

   No.6 レコード・デリミタ 

    制御文字ＣＲ・ＬＦを用いる。 

 

          表2－1 抄録ファイル・第１レコードフォーマット 

No 意       味 
長さ 

(ﾊﾞｲﾄ)

ﾃﾞｰﾀ

ﾀｲﾌﾟ
内  容  例  

 １  公報仕様バージョン   ２  文字   42 

 ２  区切り文字（カンマ）   １  文字   “,” 

 ３  発行日   16  文字   平27(2015).04.01 
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 ２  区切り文字（カンマ）   １  文字   “,” 

 ４  公報ボリューム番号   16  文字   登平27(2015)-999 

 ２  区切り文字（カンマ）   １  文字   “,” 

 ５  公報発行からの一連番号    ５  文字   00001 

 ６  レコード・デリミタ   ２  文字   CR LF 

 

 (b) 第２レコード以降のフォーマット 

 第２レコード以降のフォーマットを表2－2及び表2－3に、各項目の説明を以下に示す。特に

明示していない限り、文字コードは１バイトコードを使用する。 

  No.1 公報種別 

    公報種別の名称と、公報種別に対応するディレクトリ名を記録する。ディレクトリ名は公 

   報種別名の後に、１バイトコードで、同じく１バイトコードの括弧で括って記録する。 

   ディレクトリ名が１文字の場合は、ディレクトリ名の後に１バイトコードのスペースを１文 

   字分付けて記録する。 

    ４０バイト固定であり、４０バイトに満たない場合は後ろに１バイトコードのスペースを 

埋める。 

    公報種別の名称とディレクトリ名との対応は、『第Ⅰ編 表4－2 公報種別とディレクトリ 

   名との対応』を参照。 

  No.2 区切り文字（カンマ） 

    項目を区切る“,”を記録する。 

  No.3 文献番号の範囲 

    公報(公報種別(No.1)に対応するもの)の文献番号の範囲を次のフォーマットで記録する。 

      《公開公報・公表公報・再公表の場合》 

項目番号 ① ② ③ ④ ⑤ ② ⑥ 

長 さ         ４ １ ６ ２ ４ １ ６ 

内 容 例         ２００５ － ０１０００１ ～ ２００５ － ０１３５００ 

    ① 西暦年：          開始西暦年を４桁で記録する。 

    ② デリミタ：     ハイフン“－”を記録する。 

    ③ 文献番号の下６桁： 格納する公報の内、最小の文献番号の下６桁を記録する。 

    ④ デリミタ：     範囲を示すデリミタ。２バイトコードの“～”を記録する。 

    ⑤ 西暦年：          最終西暦年を４桁で記録する。 

    ⑥ 文献番号の下６桁： 格納する公報の内、最大の文献番号の下６桁を記録する。 

    ④は２バイトコード、その他は１バイトコードとする。 

      《登録実用新案公報・特許公報の場合》 

項目番号 ① ② ③ ④  

 
長 さ         １０ ２ １０ ２ 

内 容 例         ０００２５００００１ ～ ０００２５０３０００ △△ 

                 (注)“△”はスペースを示す。 

    ① 文献識別番号：   格納する公報の内、最小の文献識別番号を記録する。 

    ② デリミタ：     範囲を示すデリミタ。２バイトコードの“～”を記録する。 

    ③ 文献識別番号：   格納する公報の内、最大の文献識別番号を記録する。 
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    ④ デリミタ：     スペース２個を記録する。 

   ②は２バイトコード、その他は１バイトコードとする。 

  No.4 収録対象外文献番号 

    公報（公報種別(No.1)に対応するもの）の収録対象外文献番号を次のフォーマットで記録する。 

項目番号 ① ② ③ 

長 さ         １０ １ １０ 

内 容 例         ０００２５００５０１ ； ０００２５００６０１

    ① 文献識別番号：   収録対象外とした文献識別番号を記録する。 

                                収録対象外とした文献識別番号が存在しない場合は、 

１バイトコードのスペース１０文字を記録する。 

    文献番号が複数個ある場合は、以下の②と③を繰り返しで記録する。 

    ② デリミタ：     文献番号が複数個ある場合はセミコロン(;)で区切る。 

    ③ 文献識別番号：   収録対象外とした文献識別番号を記録する。 

 

  No.5 範囲外から収録した文献番号 

    公報（公報種別(No.1)に対応するもの）の範囲外から収録した文献番号を次のフォーマットで

記録する。 

項目番号 ① ② ③ 

長 さ         １０ １ １０ 

内 容 例         ０００２４９０００１ ； ０００２４９０３０１

① 文献識別番号：   範囲外から収録した文献識別番号を記録する。 

                               範囲外から収録した文献識別番号が存在しない場合は、 

１バイトコードのスペース１０文字を記録する。 

    文献番号が複数個ある場合は、以下の②と③を繰り返しで記録する。 

    ② デリミタ：     文献番号が複数個ある場合はセミコロン(;)で区切る。 

    ③ 文献識別番号：   収録対象外とした文献識別番号を記録する。 

    

No.6 公報の件数 

    公報（公報種別(No.1)に対応するもの）の件数を５桁の数字で記録する。 

  No.7 レコード・デリミタ 

    制御文字ＣＲ・ＬＦを用いる。 
 
            表2－2 抄録ファイル・第２レコード以降のフォーマット 

                (公開公報・公表公報・再公表の場合) 

No 意       味 
長さ 

(ﾊﾞｲﾄ)

ﾃﾞｰﾀ

ﾀｲﾌﾟ
内  容  例  

１  公報種別（ディレクトリ） 40 文字 公表特許公報(T ) 

２  区切り文字（カンマ） １ 文字 “,” 

３  文献番号の範囲 24 文字 2005-500001～2005-500240 

２  区切り文字（カンマ） １ 文字 “,” 

６  公報の件数 ５ 文字 00240 

７  レコード・デリミタ ２ 文字 CR LF 

－39－



 
              表2－3 抄録ファイル・第２レコード以降のフォーマット 

（特許公報の場合） 

No 意       味 
長さ 

(ﾊﾞｲﾄ)

ﾃﾞｰﾀ

ﾀｲﾌﾟ
内  容  例  

１  公報種別（ディレクトリ） 40  文字 特許公報(B9) 

２  区切り文字（カンマ） １  文字 “,” 

３  文献番号の範囲 24  文字 0002500001～0002503000   

２  区切り文字（カンマ） １  文字 “,” 

４  収録対象外文献番号 Ｖ  文字 0002500501;0002500601 

２  区切り文字（カンマ） １  文字 “,” 

５  範囲外から収録した文献番号 Ｖ  文字 0002490001;0002490301 

２  区切り文字（カンマ） １  文字 “,” 

６  公報の件数 ５  文字 03000 

７  レコード・デリミタ ２  文字 CR LF 

(注) No.4, No.5の長さの欄の“Ｖ”は可変長であることを示す。 

 

 
表2－4 抄録ファイル・第２レコード以降のフォーマット 

（登録実用新案公報の場合） 

No 意       味 
長さ 

(ﾊﾞｲﾄ)

ﾃﾞｰﾀ

ﾀｲﾌﾟ
内  容  例  

 １  公報種別（ディレクトリ） 40  文字 登録実用新案公報(U9) 

 ２  区切り文字（カンマ） １  文字 “,” 

 ３  文献番号の範囲 24  文字 0003000001～0003000130 

 ２  区切り文字（カンマ） １  文字 “,” 

６  公報の件数 ５  文字 00130 

７  レコード・デリミタ ２  文字 CR LF 
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長大データ仕様 
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                                 本仕様書の適用範囲 

 

 本仕様書は、平成２７年４月からインターネットを利用し発行する公開公報、登録実用新案公報、

公表公報、再公表、特許公報の仕様、及びインターネットを利用し発行した後にＤＶＤ－ＲＯＭに

収録し発行する公開公報情報、登録実用新案公報情報、公表公報情報、再公表情報、特許公報情報

に係る長大データ（注１）の仕様について規定したものである。 

 なお、本仕様書は、長大データそのものの仕様を定めるものであって、長大データを利用するた

めのハードウェアやソフトウェア等の仕様を規定するものではない。 

 

（注１）長大データとは、１件の公報において遺伝子関連出願の配列表等のデータが長大なものに 

ついて、当該部分のデータを別に収録したものである。 

 

１．適用範囲 

(1) 物理フォーマット 

(2) 論理フォーマット 

(3) ディレクトリ／ファイルの構成 

(4) ファイル形式 

(5) 文字コード 

(6) 長大データの記録形式 

(7) 長大データを管理するためのデータ、又は利用する際に必要なデータの記録方式 

 

２．適用時期 

 本仕様書は、平成２７年４月以降に発行する公開公報、登録実用新案公報、公表公報、再公表、

特許公報に係る長大データに適用される。 

 

３．引用規格 

 本仕様で引用した規格は、以下の通りである。 

・JIS X 0201-1976 ７ビット及び８ビットの情報交換用符号化文字集合 

・JIS X 0208-1997 ７ビット及び８ビットの２バイト情報交換用符号化漢字集合 

・JIS X 0606-1998 情報交換用ＣＤ－ＲＯＭのボリューム及びファイル構造 

・JIS X 0609-1998 情報交換用非逐次記録高密度光ディスクのボリューム構造及びファイル構造 

・JIS X 6241-1997  120mmＤＶＤ－再生専用ディスク(ISO/IEC 16448) 

・TR  X 0006-1998  ＤＶＤ－再生専用ディスクのボリューム構造及びファイル構造 

・TR  X 0008-1999  ＸＭＬ１．０ 

 

４．表記について 

(1) １６進表記 

 １６進表記法による数は、１６進数字を（ ）１６で囲って表す。 

(2) 用語について 

   本仕様書で使用する用語を以下に示す。 

・「公報」…インターネットを利用し発行する公報 
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・「公報情報」…インターネットを利用し発行した後にＤＶＤ－ＲＯＭに収録し発行する公報情

報 

(3) 公報種別の総称 

 本仕様書で用いる公報種別の総称を以下の表に示す。 

 

                             表 公報種別の総称 

公報種別の総称 公  報  種  別 

 

公開公報 公開特許公報 

 補正の掲載（公開特許公報関係） 

 訂正（公開特許公報関係） 

登録実用新案公報 登録実用新案公報 

訂正（登録実用新案公報関係） 

訂正明細書等の掲載 

訂正（訂正明細書等の掲載） 

公表公報 公表特許公報 

 補正の掲載（公表特許公報関係） 

  訂正（公表特許公報関係） 

再公表 再公表特許 

補正の掲載（再公表特許関係） 

訂正（再公表特許関係） 

特許公報 特許公報 
  訂正（特許公報関係） 
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１. 物理フォーマット（公報情報） 

  物理フォーマットは、『JIS X 6241-1997 120mmＤＶＤ－再生専用ディスク(ISO/IEC16448)』 

に準拠する。 

 

２. 論理フォーマット 

２．１ 公報情報 

  論理フォーマットは、『TR X 0006-1998 ＤＶＤ－再生専用ディスクのボリューム構造及び 

ファイル構造』に準拠する。 

  情報交換による制約、さらに本仕様で追加した制約を以下に示す。 

 (1) 論理ブロック長は、２０４８バイトとする。 

 (2) ボリューム集合の大きさは、１とする。 

 (3) 各ファイルは、１個のファイル分割からなる。 

 (4) ファイル名は、ファイル拡張子と区切り文字も含めて、３０文字以内の英数字とする。(注1) 

 (5) ファイル版数番号は、１とする。 

 (6) ディレクトリ名は、３１文字以内の英数字とする。(注2) 

 (7) ブリッジフォーマット（JIS X 0609およびJIS X 0606(ISO 9660)）を前提とする。 

ブリッジボリューム認識列のボリューム記述子は、基本ボリューム記述子とボリューム記述子 

集合終端子、主ボリューム記述子列におけるボリューム記述子は基本ボリューム記述子だけ 

用いる。基本ボリューム記述子の項目の内、本仕様で規定する内容を表2－1および表2-2に 

示す。 

 (8) 拡張属性レコードは使用しない。 

   

 (注1) JIS X 0609-1998でのファイル識別子を、本仕様ではファイル名と称す。 

    英数字の文字コードは、JIS X 0201-1967とする。 

 (注2) JIS X 0609-1998でのディレクトリ識別子を、本仕様ではディレクトリ名と称す。 

    英数字の文字コードは、JIS X 0201-1967とする。 
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表2－1 ＤＶＤ－ＲＯＭボリューム記述子集合基本ボリューム記述子（JIS X 0606） 

No 
記述子内の

バイト位置 
名    称 内      容 

 

１   9 -  40 システム記述子  スペースを記録する 

２  41 -  72 ボリューム識別子  (注1) 

３ 121 - 124 ボリューム集合の大きさ   １ 

４ 125 - 128 ボリューム順序番号   １ 

５ 129 - 132 論理ブロック長   2048 

６ 319 - 446 出版者識別子 “JAPAN PATENT OFFICE” 

７ 447 - 574 データ編集者識別子 “JAPAN PATENT OFFICE” 

８ 575 - 702 応用システム識別子   スペースを記録する 

９ 703 - 739 著作権ファイル識別子 “COPYRIGHT” 

10 740 - 776 抄録ファイル識別子   スペースを記録する 

11 777 – 813 書誌ファイル識別子   スペースを記録する 

12 814 - 830 ボリューム作成日付及び時刻   作成日：ＤＶＤ－ＲＯＭの発行日 時刻：０ 

13 831 - 847 ボリューム更新日付及び時刻   更新日：ＤＶＤ－ＲＯＭの発行日 時刻：０ 

14 848 - 864 ボリューム失効日付及び時刻   指定しない（数値０） 

15 865 - 881 ボリューム発効日付及び時刻   指定しない（数値０） 

 備考１ 上記の内容の記録形式は、JIS X 0606-1998に従う。 

 備考２ 上記以外の項目は、JIS X 0606-1998に従う。 

 

 

 

              表2－2 基本ボリューム記述子（JIS X 0609） 

No 
記述子内の

バイト位置 
名    称 内      容 

１ 25 -  56 ボリューム識別子  (注1) 

２ 57 -  58 ボリューム順序番号   １（ＤＶＤ再生専用ディスク） 

３ 59 -  60 最大ボリューム順序番号   １（ＤＶＤ再生専用ディスク） 

４ 61 -  62 交換水準   ２（ＤＶＤ再生専用ディスク） 

５ 63 -  64 交換最大水準   ２（ＤＶＤ再生専用ディスク） 

６ 65 -  68 文字集合リスト １ 

７ 69 -  72 文字最大集合リスト   １ 

 備考１ 上記の内容の記録形式は、JIS X 0609-1998に従う。 

 備考２ 上記以外の項目は、JIS X 0609-1998に従う。 
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  (注1) ボリューム識別子は次のフォーマットで記録する。 

項目番号 ① ② ③ ④ 
 

 長 さ         ２ ２ ４ ３ 

内 容 例         ＪＰ ＧＳ ２０１５ ９９９

    ① 特許庁の識別：“ＪＰ”を記録する。 

    ② 公報・公報情報種別の識別： 

《公開公報・公表公報・再公表の場合》      “ＧＳ”を記録する。 

《特許公報の場合》                 “ＨＳ”を記録する。 

        《登録実用新案公報の場合》           “ＵＳ”を記録する。 

 

    ③ 西暦年：     西暦年を４桁で記録する。 

④ 年間の一連番号： 発行する媒体ごとに年間の一連番号を００１から始まる３桁で

記録する。（公報情報（公開公報、登録実用新案公報、公表公

報、再公表、特許公報）は、インターネットを利用し発行する

公開公報、登録実用新案公報、公表公報、再公表、特許公報の

値を記録する。） 
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２．２ 公報                             
(1) インターネットからダウンロード可能な公報のファイルは２種類存在する。 

(2) ２種類のファイルは、Ｚｉｐ形式(注1)及びＴａｒ形式(注2)でアーカイブする（２種類のファイル

はアーカイブ形式が異なるのみで内容については同一）。 

(3) ファイル名は、次のフォーマットで記録する。 

 

項目番号 ① ② ③ ④ 

長さ ２ ２ ４ ３ 

内容例 ＪＰ ＵＳ ２０１５ ９９９ 

 

項目番号 ⑤ ⑥ 

長さ １ ３ 

内容例 ． ＺＩＰ 

 

① 特許庁の識別：“ＪＰ”を記録する。 

② 公報種別の識別： 

≪公開公報・公表公報・再公表の場合≫  “ＧＳ”を記録する。 

≪特許公報の場合≫           “ＨＳ”を記録する。 

≪登録実用新案公報の場合≫       “ＵＳ”を記録する。 

 

③ 西暦年：西暦年を４桁で記録する。 

④ 年間の一連番号：年間の一連番号を００１から始まる３桁で記録する。 

⑤ ピリオド“．”を記録する。 

⑥ 拡張子： 

≪アーカイブ形式がＺｉｐの場合≫ “ＺＩＰ” 

≪アーカイブ形式がＴａｒの場合≫ “ＴＡＲ” 

 

(4) アーカイブされたファイルには、公報を構成するファイル及びディレクトリの情報が含まれている。 

(5) アーカイブされたファイルを展開すると『３．ファイル構成』で説明している構成になる。 

(6) アーカイブされたファイルに含まれるファイルのファイル名、ディレクトリ名は、「公報情報」の

ファイル名、ディレクトリ名の基準に準ずる。 
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(注1)  Ｚｉｐ形式は、パーソナルコンピュータを含むコンピュータで広く普及しているアーカイブ形

式の一つ。 

(注2)  Ｔａｒ形式（Tape Archival and Retrieval format）は、ＵＮＩＸ系ＯＳで広く普及している

アーカイブ形式の一つ。 

 

例１  公報種別の識別が登録実用新案公報の場合のファイル名 

≪アーカイブ形式がＺｉｐの場合≫  JPUS2015999.ZIP 

≪アーカイブ形式がＴａｒの場合≫ JPUS2015999.TAR 

 

例２  公報種別の識別が特許公報の場合のファイル名 

≪アーカイブ形式がＺｉｐの場合≫  JPHS2015999.ZIP 

≪アーカイブ形式がＴａｒの場合≫ JPHS2015999.TAR 
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１. 著作権ファイル 

 (1) 内容 

   著作権を記録する。 

 

 (2) ファイルフォーマット 

   テキストファイル形式とする。フォーマットを表1－1に、各項目の説明を以下に示す。 

  文字コードは１バイトコードを使用する。 

  No.1 著作権 

    文字列“Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ△（Ｃ）△ＪＰＯ△”を記録する。 
 

    （注）“△”はスペースを示す。 
 

  No.2 発行年 

    公報の発行年を４桁の西暦で記録する。 

 

表1－1 著作権ファイルのフォーマット 

No 意       味 
長さ 

(ﾊﾞｲﾄ)

ﾃﾞｰﾀ

ﾀｲﾌﾟ
内  容  例 

１  著作権 18 文字  Copyright (C) JPO 

２  発行年 ４ 文字  2015 
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２. 文献情報ファイル 

 (1) 内容 

   文献情報ファイルには以下の項目を記録する。 

  ①本体公報の公報ボリューム番号 

  ②長大データの公報ボリューム番号 

  ③関連する長大データの公報ボリューム番号 

  ④公報発行日 

  ⑤文献番号 

  ⑥出願番号 

 

 (2) ファイルフォーマット 

    制御文字ＣＲ・ＬＦをレコードデリミタとするテキストファイル形式とする。第１レコード 

   には本体公報の公報ボリューム番号、第２レコードには長大データの公報ボリューム番号、第 

３レコードには関連する長大データの公報ボリューム番号、第４レコードには公報発行日、第 

５レコードには文献番号、第６レコードには出願番号を記録する。 

レコード情報がない場合、レコードデリミタ（ＣＲ・ＬＦ）を記録する。 

 

  第１レコード 本体公報の公報ボリューム番号 

公報を一意に識別するボリューム番号を次のフォーマットで記録する。 

 

項目番号 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 
 

 長 さ         2 2 2 6 1 3 

内 容 例         登 平 27 (2015) － 999 

① 公報・公報情報種別： 

《公開公報・公表公報・再公表の場合》           “未”を記録する。 

 《特許公報の場合》                 “登”を記録する。 

  《登録実用新案公報の場合》               “実”を記録する。 

 

②元号：       元号の先頭１文字を記録する。 

③和暦年：      和暦年を２桁で記録する。 

④西暦年：      西暦年を４桁で、括弧で括って記録する。 

⑤デリミタ：     ハイフン“－”を記録する。 

⑥年間の一連番号：  発行する媒体ごとに年間の一連番号を００１から始まる３桁で記録する。 

（公報情報（公開公報、登録実用新案公報、公表公報、再公表、特許公

報）は、インターネットを利用し発行する公開公報、登録実用新案公報、

公表公報、再公表、特許公報の値を記録する。） 

①、②は２バイトコード、その他は１バイトコードとする。 
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  第２レコード 長大データの公報ボリューム番号 

公報を一意で識別するボリューム番号を次のフォーマットで記録する。 

項目番号 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 
 

 長 さ         2 2 2 6 1 3 

内 容 例         GS 平 27 (2015) － 002 

① 公報・公報情報種別： 

《公開公報・公表公報・再公表の場合》           “GS”を記録する。 

 《特許公報の場合》                 “HS”を記録する。 

  《登録実用新案公報の場合》                “US”を記録する。 

②元号：       元号の先頭１文字を記録する。 

③和暦年：      和暦年を２桁で記録する。 

④西暦年：      西暦年を４桁で、括弧で括って記録する。 

⑤デリミタ：     ハイフン“－”を記録する。 

⑥年間の一連番号：  発行する媒体ごとに年間の一連番号を００１から始まる３桁で記録する。 

（公報情報（公開公報、登録実用新案公報、公表公報、再公表、特許公

報）は、インターネットを利用し発行する公開公報、登録実用新案公報、

公表公報、再公表、特許公報の値を記録する。） 

②は２バイトコード、その他は１バイトコードとする。 

 

  第３レコード 関連する長大データの公報ボリューム番号 

 公報１件分の長大データが複数枚の公報に分かれる場合、第２レコード以外の 

長大データの公報ボリューム番号を記録する。 

 公報ボリューム番号を次のフォーマットで記録する。なお、複数の別盤が存在 

する場合、カンマ“，”の後に続けて①～⑥を繰返し記録する。 

 

項目番号 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

長 さ         2 2 2 6 1 3 

内 容 例         GS 平 27 (2015) － 003 

① 公報・公報情報種別： 

《公開公報・公表公報・再公表の場合》      “GS”を記録する。 

 《特許公報の場合》                “HS”を記録する。 

 《登録実用新案公報の場合》            “US”を記録する。 

②元号：       元号の先頭１文字を記録する。 

③和暦年：      和暦年を２桁で記録する。 

④西暦年：      西暦年を４桁で、括弧で括って記録する。 

⑤デリミタ：     ハイフン“－”を記録する。 

⑥年間の一連番号：  発行する媒体ごとに年間の一連番号を００１から始まる３桁で記録する。 

（公報情報（公開公報、登録実用新案公報、公表公報、再公表、特許公

報）は、インターネットを利用し発行する公開公報、登録実用新案公報、

公表公報、再公表、特許公報の値を記録する。） 

②は２バイトコード、その他は１バイトコードとする。 
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